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地域農業地域農業地域農業地域農業見直しの流れ見直しの流れ見直しの流れ見直しの流れ

・高度経済成長期，近隣からは都市化の
圧力，遠方からは大産地大産地大産地大産地の攻勢で，各地
の都市の近郊農業地域はどこも衰退。

・1970年代中頃から，農薬を多用しない安
全な食品に意識を持つ消費者たちから
「顔の見える」作物への関心が生まれる。

・低農薬や有機栽培作物の「産直産直産直産直」運動
や産消提携産消提携産消提携産消提携の取り組みが注目される。

・その担い手は，都市部の生協生協生協生協組合員や
大都市からの転勤族の主婦が多かった。

⇒みやぎ生協と角田，田尻農協

・疑問をもつ消費者と意識の高い農家の
「つながり」から，産直産直産直産直ルートが生まれる。

・1990年代，輸入激増の中で，食料自給率の
向上が政策課題に。

・「地産地消」，廃れかかった地場農産物や
食文化の見直し，「食育」，農家と消費者・飲
食事業との連携創出の取り組み

・各地の地場農産物，その生産地である近郊
農業や「地元農業」の再評価。

・各地に進出した大型小売店でも，地元の
農家グループと結んで「産直コーナー」を
設ける例が増加。

・農協施設や公共用地，「道の駅道の駅道の駅道の駅」に付帯さ
せた「直売所」が各地で盛況。

・1980年代，「地産地消地産地消地産地消地産地消」の語が誕生

・価格を高くし，コストをかけて遠距離輸送
される大規模流通大規模流通大規模流通大規模流通への疑問も生まれる。

★地域の小規模農業は，新たな
現代的意味を持ち始めている。

・2000年代，残留農薬，産地偽装，BSE

⇒輸入食品，顔の見えない食品への不安

おだま

き会

農家宅配農家宅配農家宅配農家宅配のののの草分け草分け草分け草分け「おだまき会」「おだまき会」「おだまき会」「おだまき会」

1985年，萱場市子萱場市子萱場市子萱場市子さんを中心とする農家の主婦4人が集まって開始。農家宅配のめずらしさからマスコミに取り

上げられ，1987年に農水大臣賞農水大臣賞農水大臣賞農水大臣賞を受賞。それを機にその名が知れ渡った。 農家の直接宅配は当時は考えられ

ないこと。きっかけとなったのは，イベントで福祉グループ「あかね会あかね会あかね会あかね会」メンバーと知り合い，その集会所（南小泉）

に採りたての野菜を持ち込んで販売したこと。その際，泥のついた野菜に集まった主婦たちが感動の声をあげた泥のついた野菜に集まった主婦たちが感動の声をあげた泥のついた野菜に集まった主婦たちが感動の声をあげた泥のついた野菜に集まった主婦たちが感動の声をあげた

ことに心を打たれことに心を打たれことに心を打たれことに心を打たれ，農家として，また命を守る主婦としての気持ちから，宅配を続ける農家として，また命を守る主婦としての気持ちから，宅配を続ける農家として，また命を守る主婦としての気持ちから，宅配を続ける農家として，また命を守る主婦としての気持ちから，宅配を続けることにしたという。

現在は，農家の主婦3人で約約約約200名の契約会員名の契約会員名の契約会員名の契約会員に，毎週火曜日に野菜を箱詰めして配送する。直接宅配する直接宅配する直接宅配する直接宅配する

ことで消費者の声に対応でき，作る側のメッセージも伝えられる。野菜の特徴を説明することによって食事の幅もことで消費者の声に対応でき，作る側のメッセージも伝えられる。野菜の特徴を説明することによって食事の幅もことで消費者の声に対応でき，作る側のメッセージも伝えられる。野菜の特徴を説明することによって食事の幅もことで消費者の声に対応でき，作る側のメッセージも伝えられる。野菜の特徴を説明することによって食事の幅も

広がっていく広がっていく広がっていく広がっていく。 市場出荷されるものは色や形の規格があるが，宅配産直の場合は形が多少崩れていても自信

のあるものを提供できるのがメリットという。 （2007.7ヒアリング，www.tohoku.maff.go.jp/gentijirei/0501/miyagi_1.html

←↑95年11月記事

萱場さんのご家族

名取ジャスコ名取ジャスコ名取ジャスコ名取ジャスコと「サンサンメイトサンサンメイトサンサンメイトサンサンメイト」会員農家会員農家会員農家会員農家

小金沢・嶋崎（2004）の原図により作成

サンサンメイト

・・・・契約産直契約産直契約産直契約産直の広がりの広がりの広がりの広がり

仙台伝統野菜

地場農産物地場農産物地場農産物地場農産物の利用拡大の利用拡大の利用拡大の利用拡大

（今庄青果web）

2008.12.01


